


「お菓子のドルチェヴィータ」オーナーシェフ。きよたでお菓
子を食べよう！キャンペーン委員会委員長。さっぽろスイーツ
2017コンペティショングランプリ受賞。

実家が江別製粉（製粉会社）のため、幼少時から小麦になじみが深く、18歳の
時に洋菓子の道に進む。平成11年（1999年）、札幌市清田区美しが丘に「お
菓子のドルチェヴィータ（本店）」をオープン。道産小麦ブランド「ハルユタ
カ」などをはじめとした道産食材を多く使用した商品を展開しており、市内や千
歳、苫小牧からの来店も多い。

土鍋ごはんとワッフルのお店「Café Ri-no（カフェ リー
ノ）」（清田区北野）店主。

10年ほど勤めたケーキ店で、経営のことを学び、いずれは自
身でも経営に携わりたいと平成25年（2013年）に姉妹で同店

をオープン。お母さんたちに楽しんでもらいたいということから、冷めにくい土
鍋ごはんと、妹さんが得意であったワッフルを提供。子連れでもゆったりと過ご
せるように、キッズスペースも完備し、親子で楽しめるカフェとして、人気を集
めている。

「農家の茶屋 自然満喫倶楽部（清田区有明）」オーナー。きよた
でお菓子を食べよう！キャンペーン委員会加盟。
父親が始めた「フラワーファーム大花園」で花の生産を手伝い始

め、二代目として農業に携わっている。平成17年（2006年）、

自分で育てた農作物を活用した商品を販売する「自然満喫倶楽部」を清田区有明
187番地にオープン。
農園で採れたイチゴをふんだんに使用した「四季なりイチゴパフェ」は、行列

ができるほど大人気。パフェのほか、ジェラートやサンドイッチなどの商品も多
数販売しており、いずれも人気を集めている。

清田区出身、シンガーソングライター。札幌国際大学在学中に
ボーカルユニットのメンバーとして活躍し、本格的にシンガー
を目指す。平成29年（2017年）2月、「スノーグローブ」で
メジャーデビュー。

音楽活動のかたわら、「北海道の子供たちに夢を」をコンセプトに、ライブで
募った寄付金で公園に時計を寄付するなどボランティア活動にも積極的に取り組
んでいる。
平成29年4月に、清田区20周年PR大使に就任し、様々な場面で情報発信する

など、地元清田区のPRに協力している。


